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2011　　Winter

○もやいまつり

○赤い羽根共同募金の御礼

○福祉・介護チャレンジ教室

○職員研修

○各事業報告

○休館のお知らせ　　　　　　など

～冬号　主な内容～
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り
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り
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まによ
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レモニー

今年も
賑わい

ました

バザー＆
ステージ今年も

賑わい
ました

バザー＆
ステージ

一人だけの金婚式
～謝辞～

一人だけの金婚式
～謝辞～

一人だけの金婚式
～記念品贈呈～
一人だけの金婚式
～記念品贈呈～



広 報 き ず な　(2)

　１１月１３日(日)にきずなの里にて「思いやり」をテーマにもやいまつりを開催しました。

　オープニングセレモニーを民謡竹峰流の方々に飾っていただき、もやいまつりが幕をあけました。開会式

後、「一人だけの金婚式」を行い、今年度は１８名の方が表彰を受けられました。引き続き、「災害ボラン

ティア報告会」を開催、その他に屋内では、食生活改善推進員さんよる「ミルクくず餅の無料配布」、展示

部門は「よみがえった不知火海の生き物たち」をテーマに小学生の絵画を展示、「子ども広場」では大型絵

本やホワイトシアター、折って遊べる折り紙教室を開催しました。屋外では、水俣保健所主催の「動物愛護

祭り」が同時開催され、「バザー」や「ステージ」、「肥料の無料配布」も各団体の皆さまのご協力をいた

だき大盛況のうちに幕を閉じました。

　今後も地域福祉活動の発信ときずなを深める活動に力を注いでいきたいと考えております。

　皆さまのご支援・ご協力をよろしくお願いいたします。

　災害ボランティアで派遣された芦
北町役場職員岩間睦生氏と当協議会
職員太田勝幸氏の報告を参加者の
方々は熱心に聞いておられました。

　同時開催の動物愛護祭りでは愛護週間のポス
ターの表彰式や犬の譲渡会があり、たくさんの方
たちが子犬の新しい家族になりました。

　子ども広場では思いやりをテーマに読み聞かせサークルひまわりの皆さまによります大型絵本やホワイトシア
ターの披露、立丸氏によります折り紙教室があり、たくさんの親子が楽しいふれあいのひとときを過ごしました。

　毎年、吉永商会様にご協力い
ただいている肥料の無料配布は
今年も大盛況でした!!また、食
生活改善推進員さんのミルクく
ず餅の無料配布も好評でした。

　子どもたちの手で描
かれた｢よみがえった不
知火海の生き物たち｣が
館内を彩りました。

　バザーもステージも御協力いただいた各団体の皆さ
まのおかげでとても賑わい、中庭がお客様でいっぱい
になりました。

災害ボランティア報告会

動物愛護祭り(水俣保健所主催)

無料配布
展示部門

バザー会場
大注目の

ステージ

親子でふ
れあう

子ども広
場



(3)　広 報 き ず な

　

10
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
全
国
で
一
斉

に
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
が
展
開
さ
れ

て
い
ま
す
。
芦
北
町
に
お
い
て
も
た
く
さ

ん
の
募
金
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

集
ま
り
ま
し
た
募
金
は
、
一
度
、
全
額

を
熊
本
県
共
同
募
金
会
に
送
り
、
来
年
度

に
芦
北
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
配
分
さ

れ
、
町
の
地
域
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
の

た
め
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま

及
び
集
金
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

方
々
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

10
月
26
日(

水)

に
町
内
に
お
け
る
福
祉

施
設
・
団
体
等
が
一
同
に
会
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
体
力
に
応
じ
た
ス
ポ
ー
ツ
を
と
お

し
、
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
開
催

し
ま
し
た
。

　

９
施
設
、
10
団
体
、
１
保
育
所
が
参
加

し
、
大
玉
こ
ろ
が
し
や
玉
入
れ
、
新
競
技

の
エ
コ
エ
コ
レ
ー
ス
な
ど
の
競
技
に
参
加

者
の
皆
さ
ん
は
一
生
懸
命
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
湯
浦
保
育
所
の
園
児
た
ち
に
は
可

愛
ら
し
い
遊
戯
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、

く
ま
も
と
芦
北
療
育
医
療
セ
ン
タ
ー
太
鼓

と
田
浦
地
区
会
の
民
生
児
童
委
員
で
結
成

さ
れ
た
民
笑
会
（
ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
）
の

皆
さ
ま
に
も
ご
出
演
い
た
だ
き
、
参
加
者

の
皆
さ
ま
も
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
と
お
し
て
福
祉
の
輪

が
町
内
に
広
が
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

　

10
月
29
日(

土)

に
三
井
グ
リ
ー
ン
ラ
ン

ド
に
親
と
子
の
一
日
旅
行
へ
行
っ
て
き
ま

し
た
。
当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
と
な
っ
て

し
ま
い
、
肌
寒
い
一
日
と
な
り
ま
し
た

が
、
子
ど
も
た
ち
は
元
気
に
園
内
を
駆
け

回
っ
て
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
中
に

は
三
井
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
が
初
め
て
の
子

も
い
た
よ
う
で
す
。

　

日
頃
忙
し
く
て
子
ど
も
た
ち
と
ゆ
っ
く

り
過
ご
す
こ
と
の
で
き
な
い
保
護
者
の
方

た
ち
も
親
子
で
楽
し
い
一
時
が
過
ご
せ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

介
護
に
関
す
る
制
度
に
つ
い
て
の

勉
強
会
と
温
泉
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

　

12
月
６
日(

火)

在
宅
で
介
護
を
さ
れ
て

い
る
介
護
者
の
方
々
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を

目
的
に
田
浦
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
御
立
岬
温

泉
セ
ン
タ
ー
に
て
介
護
者
の
つ
ど
い
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

田
浦
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
か
ら
介
護
保
険
制
度

の
福
祉
用
具
の
貸
し
出
し
や
購
入
、
住
宅

改
修
に
つ
い
て
話
し
が
あ
り
、
参
加
者
の

方
か
ら
は
、
「
福
祉
用
具
に
も
、
種
類
や

機
能
に
応
じ
た
商
品
が
沢
山
あ
る
の
を
知

り
ま
し
た
」
「
こ
れ
か
ら
利
用
を
考
え
て

み
た
い
」
な
ど
の
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

御
立
岬
温
泉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
田
浦
の

海
を
眺
め
な
が
ら
食
事
を
堪
能
さ
れ
、
温

泉
に
入
ら
れ
た
後
は
、
ゆ
っ
く
り
と
し
た

時
間
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
の
方

同
士
で
、
楽
し
い
会
話
や
、
日
頃
の
悩
み

な
ど
を
相
談
さ
れ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
つ
ど
い
を
と
お
し
て
参
加
者
の

方
々
は
心
身
共
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
こ

と
が
で
き
た
か
と
思
い
ま
す
。

赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
御
礼

芦
北
町
福
祉
ス
ポ
ー
ツ
大
会

親
と
子
の
一
日
旅
行

介
護
者
の
つ
ど
い

ご協力いただきました
平成２３年度募金額
（平成２３年１１月３０日現在）

５, ８９４，７４４円
６，０３９件
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11
月
22
日(

火)

に
芦
北
高
等
学
校
に
お
い
て
施

設
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
を
講
師
に
迎
え
、

福
祉
科
の
生
徒
た
ち
を
対
象
に
福
祉
・
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
意
義
や
重
要
性
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
に
「
福
祉
・
介
護
〝
チ
ャ
レ
ン
ジ
〞
教

室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
「
芦
北
町
内
の
福
祉
の
現
状
及
び
福

祉
施
設
を
知
ろ
う
！
」
と
題
し
、
各
施
設
の
紹
介

と
高
齢
者
疑
似
体
験
や
食
事
介
助
、
全
盲
者
介

助
、
車
椅
子
体
験
の
実
技
を
行
い
ま
し
た
。
午
後

は
「
先
輩
か
ら
学
ぶ
福
祉
へ
の
思
い
」
を
テ
ー
マ

に
芦
高
Ｏ
Ｂ
の
福
祉
施
設
職
員
が
パ
ネ
ラ
ー
と
な

り
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
い
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
実
技
を
と
お
し
て
高
齢
者
や
障
が

い
者
へ
の
理
解
を
深
め
、
介
助
方
法
を
学
び
、
仕

事
に
対
す
る
姿
勢
や
喜
び
な
ど
福
祉
の
現
場
で
働

か
れ
る
先
輩
方
の
思
い
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
て

い
ま
し
た
。
近
い
将
来
、
生
徒
の
皆
さ
ん
が
現
場

で
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
施
設
ボ
ラ
連
一
同
願
っ
て

い
ま
す
。

　

12
月
３
日(

土)

き
ず
な
の
里
に
お
い
て
、
宮
崎
県
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ハ
ー
ト
ム
理
事
長
の
初は

つ

鹿が

野の

聡
さ
と
し

氏
を
講
師

に
迎
え
「
共
助
の
心
で
結
ぶ
支
え
合
い
の
輪
」
と
題
し

て
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震

災
に
つ
い
て
、
被
災
地
の
映
像
を
交
え
な
が
ら
、
マ
ス

コ
ミ
で
報
道
さ
れ
て
い
な
い
避
難
所
・
在
宅
避
難
の

方
々
の
状
況
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
状
況
を

肌
で
感
じ
た
か
ら
こ
そ
、
昔
な
が
ら
の
横
の
つ
な
が
り

や
知
恵
を
知
っ
て
い
る
世
代
が
い
る
今
、
孤
立
し
や
す

い
現
代
社
会
に
お
い
て
人
と
人
の
絆
を
結
ぶ
た
め
の
取

り
組
み
が
必
要
で
あ
る
と
の
教
訓
を
与
え
て
い
る
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
を
と
お
し
て
地
域
で
の
支
え
合
い
に

つ
い
て
改
め
て
見
つ
め
直
す
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

福
祉
・
介
護
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
in
芦
北
高
等
学
校

地
域
福
祉
推
進
セ
ミ
ナ
ー

～講義の様子～

～実技体験の様子～

〜
大
震
災
の
復
興
か
ら
地
域
の
福
祉
力
を
考
え
る
〜

～シンポジウムの様子～



(5)　広 報 き ず な

　

９
月
14
日
か
ら
20
日
に
か

け
て
き
ず
な
の
里
と
八
幡
荘

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
て
敬
老
会

を
行
い
ま
し
た
。
利
用
者
様

の
唄
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん

の
踊
り
に
三
味
線
、
保
育
所

の
園
児
た
ち
の
お
遊
戯
、
職

員
ま
で
飛
び
入
り
参
加
し
て

た
い
へ
ん
盛
り
上
が
り
、
会

場
は
利
用
者
様
の
笑
い
に
包

ま
れ
ま
し
た
。

　

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
田
浦

保
育
所
・
田
浦
地
区
民
生
児

童
委
員
の
皆
さ
ま
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
「
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
開
催
希
望
の
団
体
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

認
知
症
は
誰
で
も
な
り
え
る
病
気
で
す
。
認
知
症

の
方
や
そ
の
家
族
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
こ
の
講
座
を
と
お

し
て
認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、
多
く
の
方

に
考
え
る
機
会
を
持
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
受
講
者
に
は
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
し
る
し
で

あ
る
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」
が
配
布
さ
れ
ま
す
。
ど

な
た
で
も
受
講
で
き
ま
す
の
で
地
域
や
職
場
、
学
校

な
ど
で
是
非
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
講
師
に
は
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
が
各
地
域

や
職
場
に
伺
い
ま
す
。

★
お
問
い
合
わ
せ
先
★

　
　

芦
北
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
８
６
ー
２
２
７
０

＊
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
何
か
特
別
の
こ
と
を

す
る
の
で
は
な
く
、
認
知
症
に
な
っ
た
人
や
そ
の

家
族
の
気
持
ち
を
理
解
し
、
自
分
の
で
き
る
範
囲

で
手
助
け
を
す
る
人
た
ち
で
す
。

＊
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
と
は
、
「
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
」
の
講
師
役
を
務
め
て
い
た
だ
く

人
で
す
。
一
市
二
町
で
開
催
す
る
「
キ
ャ
ラ
バ
ン

メ
イ
ト
養
成
講
座
」
を
受
講
す
る
こ
と
が
要
件
で

す
。
芦
北
町
で
は
今
年
、
５
名
の
方
が
受
講
さ

れ
、
平
成
21
年
か
ら
合
わ
せ
て
15
名
の
方
が
登
録

さ
れ
て
ま
す
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
敬
老
会
を
開
催

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を

開
催
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

用
語
解
説

認知症サポーター養成講座の様子本年度のキャラバンメイト修了者の皆さま
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こ
れ
か
ら
の
地
域
福
祉
活
動
と

　
　
　
　
　
　
　
　

事
業
展
開
に
つ
い
て

　

９
月
１
日(

木)

、
11
月
２
日(

水)

の
２
回
に
わ
た

り
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
役
割
を
再
認
識
す
る
と
共

に
、
現
状
や
課
題
、
方
向
性
を
す
べ
て
の
職
員
と
共

有
し
、
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

し
て
ひ
と
ち
い
き
計
画
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
取
締
役

佐
伯
謙
介
氏
を
招
き
、
職
員
研
修
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

１
回
目
の
研
修
会
で
は
「
地
域
福
祉
と
は
！
社
協

と
は
！
」
を
テ
ー
マ
に
講
義
が
あ
り
、
そ
の
後
、

「
芦
北
町
社
協
の
〝
い
い
〞
と
こ
ろ
！
、
現
状
の
問

題
・
課
題
！
、
〝
一
歩
踏
み
出
す
〞
ア
イ
デ
ア
！
」

と
の
内
容
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。

　

２
回
目
の
研
修
会
で
は
各
部
門
の
情
報
・
状
況
共

有
と
１
回
目
の
研
修
で
出
さ
れ
た
「
芦
北
町
社
協
が

一
歩
踏
み
出
す
ア
イ
デ
ア
」
の
具
体
化
を
各
グ
ル
ー

プ
で
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

ど
の
グ
ル
ー
プ
も
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
意
見
の
多
く
は
「
ア
ピ
ー
ル
の
必
要
性
」
と

「
担
当
業
務
外
の
事
業
内
容
を
理
解
す
る
こ
と
」
に

つ
い
て
が
多
く
挙
げ
ら
れ
、
そ
の
具
体
策
と
し
て
社

協
の
広
報
紙
以
外
の
広
報
機
関
を
利
用
し
た
ア
ピ
ー

ル
を
し
た
ら
ど
う
か
、
課
を
超
え
た
連
絡
会
議
や
勉

強
会
を
定
期
的
に
開
催
し
た
ら
ど
う
か
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
意
見
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
ん
な
事

業
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
な
ど
、
課
を
越
え
て
話
し

合
う
こ
と
で
一
人
一
人
が
社
協
の
将
来
の
あ
り
方
を

考
え
て
い
る
こ
と
が
こ
の
研
修
を
と
お
し
て
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
研
修
を
今
後
の
芦
北
町
の

地
域
福
祉
活
動
の
推
進
に
反
映
さ
せ
た
い
と
思
い
ま

す
。

職
員
研
修
を
実
施
！

講義では地域福祉の必要
性と社協のあり方につい
て再確認しました。

ワークショップでは７つのグループに分かれ、活
発な意見が交わされました。職員一人一人の考え
を知ることができました。

ワークショップで出し
合った意見を各グルー
プごとに発表し、現
状や課題を共有しまし
た。研修で出た課題を
改善し、一歩踏み出す
アイデアは今後の事業
につなげていきたいと
思います。



(7)　広 報 き ず な

香
典
返
し
及
び
一
般
寄
付

香
典
返
し
及
び
一
般
寄
付

【
香
典
返
し
】

９
月
分

・
寺
口
サ
チ
エ　

市
居
原　
　

（
故
寺
口　

安
男
）
・
福
田
ス
マ
子　

津
奈
木
町　

（
故
　

ア
サ
ノ
）

・
菊
川
ト
ミ
子　

丸
山　
　
　

（
故
菊
川　

隆
義
）
・
田
中
キ
ミ
エ　

鶴
木
山　
　

（
故
田
中　

照
雄
）

・
桑
村
カ
ズ
子　

田
川　
　
　

（
故
桑
村　

彌
吉
）
・
松
本
ツ
ギ
子　

米
田　
　
　

（
故
松
本　

保
男
）

・
福
浦　

英
二　

福
浦　
　
　

（
故
福
浦
フ
ク
エ
）
・
入
口　

昌
則　

乙
千
屋　
　

（
故
入
口
ミ
ツ
エ
）

・
谷
崎　

輝
明　

小
田
浦
７　

（
故
谷
崎　

フ
デ
）
・
平
松　

保
子　

田
浦
町
２　

（
故
平
松　

輝
夫
）

10
月
分

・
橋
本　

壽
治　

湯
浦
南　
　

（
故
橋
本　

イ
ヨ
）
・
本
村　

洋
子　

吉
尾　
　
　

（
故
本
村　

武
人
）

・
熊
部　

安
輝　

吉
尾　
　
　

（
故
熊
部
ヒ
サ
エ
）
・
江
口
あ
き
子　

宮
崎　
　
　

（
故
江
口　

清
美
）

・
吉
住　

忠
治　

上
町　
　
　

（
故
吉
住
喜
美
子
）
・
窪
田　

秀
子　

宮
崎　
　
　

（
故
窪
田　

一
郎
）

・
塩
森　

清
一　

塩
浸　
　
　

（
故
塩
森　

シ
モ
）
・
堂
本
ア
キ
エ　

湯
南
団
地　

（
故
堂
本　
　

勇
）

・
山
元　

三
幸　

小
田
浦
６　

（
故
山
元　
　

香
）
・
上
村　

雪
子　

大
岩
１　
　

（
故
上
村　

敏
則
）

・
田
口
富
美
子　

丸
山　
　
　

（
故
田
口　

光
義
）
・
大
﨑　

武
美　

女
島
西　
　

（
故
大
﨑　

正
行
）

・
坂
梨　

軍
喜　

市
野
瀬　
　

（
故
坂
梨　

政
春
）
・
下
田
フ
サ
子　

湯
浦
東　
　

（
故
下
田　

弘
之
）

・
山
下　

邦
子　

田
川　
　
　

（
故
阪
熊
順
之
助
）
・
溝
下　

重
幸　

田
浦
４　
　

（
故
溝
下　

治
吉
）

・
堂
本　

敏
勝　

横
居
木　
　

（
故
堂
本　

ミ
チ
）
・
田
中
美
枝
子　

田
浦
町
３　

（
故
田
中　
　

学
）

・
橋
口
ト
メ
ノ　

横
居
木　
　

（
故
橋
口　

勝
美
）

11
月
分

・
岩
田
ツ
ヤ
子　

上
原　
　
　

（
故
岩
田　

豊
喜
）
・
亀
崎
由
布
子　

田
浦
３　
　

（
故
亀
崎　

政
治
）

・
岩
間　

潤
子　

宮
崎　
　
　

（
故
岩
間　

田
取
）
・
福
浦　

信
子　

福
浦　
　
　

（
故
福
浦　

只
喜
）

・
山
田　

長
政　

白
岩　
　
　

（
故
山
田　

悦
子
）
・
尾
上　

照
男　

黒
岩　
　
　

（
故
椎
葉
フ
サ
エ
）

・
藤
井　

新
治　

白
岩　
　
　

（
故
藤
井
ア
キ
エ
）
・
山
本
ア
サ
ノ　

永
谷　
　
　

（
故
山
本　

勝
義
）

・
宮
崎　

ト
ミ　

海
浦
１　
　

（
故
宮
崎　

竹
春
）
・
塚
本
ス
エ
子　

井
牟
田
２　

（
故
塚
本　
　

徹
）

・
濱
崎
ケ
イ
子　

田
浦
２　
　

（
故
濱
崎　

輝
夫
）
・
福
田　

久
枝　

津
奈
木
町　

（
故
倉
間　

正
人
）

・
江
口　

誠
語　

高
岡
南　
　

（
故
江
口
ハ
ル
エ
）
・
西　
　

裕
子　

上
町　
　
　

（
故
西　
　

英
紀
）

【
一
般
寄
付
】

・
岩
永　

勝
好　

・
匿
名
１
件

・
歌
と
踊
り
の
チ
ャ
リ
テ
ィ　

平
生
明
決
／
農
頭
圭
子

本
協
議
会
に
ご
芳
志
賜
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
平
成
23
年
９
月
１
日
〜
11
月
末
受
付
分
）

　災害図上訓練ＤＩＧは「一人も見逃さない！災害時に活きる地域の力」をテーマに掲げ、災害時に起こりうる課
題や問題点の掘り起こしと日頃からの関係づくりがいかに大切かを一緒に考える講座を各地区で実施しています。
参加者からは「危険箇所の再確認ができ、災害時にお手伝いが必要な方などの情報を地域のみんなで共有すること
ができてよかった｡」「日頃からのおつきあいが重要だと感じた｡」などの感想が聞かれました。この講座をとおし
て地域の課題を見いだし、日頃からの顔の見える関係づくり・見守りに繋がればと思います。

地域福祉推進講座　災害図上訓練　ＤＩＧ

～福浦地区～～市野瀬地区～

９月～ 11月実施地区

市野瀬　　福浦

大野　　　山川



広 報 き ず な　(8)

　当協議会は、現在、高齢者の寝たきりや閉じこもりを防ぐため、介護予防事業の一つとして町内
８８カ所の公民館で「たっしゃか会」を開催しています。その事業活動を支えているのが「介護予
防サポーター（登録制有償ボランティア）」です。
　受講者は、本講座の全４回を受講していただきますと認定証の交付があり、「介護予防サポーター」
として「たっしゃか会」に参加して、たっしゃか体操（健康体操）等の支援や指導を行います。
　「介護予防サポーター」は、ボランティアとして当協議会と一緒に活動できるとともに、受講者
自身の介護予防対策の知識としても活用できます。皆さまの応募をお待ちしています。

【対 象 者】介護予防に興味・関心がある方、またはボランティアとして活動をお考えの方　
　　　　　　※年齢、資格不問　（定数４０名程度）
【受 講 料】無　料
【申込期限】平成２４年１月２０日（金）
【申込方法及びお問い合わせ】
　　　　　　芦北町社会福祉協議会　『八幡荘』TEL：８７－０２９４にお電話ください。
【養成講座開催について】
　　　　　　養成講座は、芦北町社会福祉協議会『きずなの里』にて下記の日程で開催します。
　　　　　　当日は、動きやすい服装でご参加ください。

　きずなの里では１２月３１日（土）から１月３日（火）まで
の４日間休館します。
　施設をご利用の皆さまには、大変ご迷惑をおかけしますが、
ご理解頂きますようよろしくお願いいたします。
　新年は１月４日（水）より平常通り開館いたします。

『介護予防サポーター養成講座』のご案内『介護予防サポーター養成講座』のご案内
芦北町の高齢者を地域みんなで支える芦北町の高齢者を地域みんなで支える

「きずなの里」休館のお知らせ 来年も
よろしく

お願いします

開　催　日

第１回

第２回

第３回

第４回

２月　２日 (木)

２月　９日 (木)

２月１６日 (木)

２月２３日 (木)

14:00～16:00

14:00～16:00

14:00～16:00

14:00～16:00

開校式、血圧測定、たっしゃか体操

ボールストレッチ、たっしゃか体操

レクリエーション、たっしゃか体操

認知症について、閉校式

時　　間 内　　　　　容

昨年度末に養成した１期生３４名は、ただ今たっしゃか会
にて活躍中です!!

芦北町の介護予防のため、
あなたの力をお貸しください。


